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本 邦 人 ノ腸 管 ノ大 サ ニ就 キ テ

岡山醫科大學解剖學敎室(敷 波敎授)

香 川 卓 二

[昭和7年4月15日 受稿]

Aus dem Embryologischen Laboratorium des Anatomischen Institutes an der Med. Universitat Okayama

(Direktor: Prof. Dr. J. Shikinami).

Uber die Masse des Darmrohres beim Japaner.

Von

Takuji Kagawa.

Eingegangen am 15. April 1932.

Verfasser hatte Gelengenheit, bei 129 sekzierten Leichen die Masse der Korperlange,

 des Darmrohres in Hinsicht auf der Statistik zu untersuchen. Dabei wurde der Wurm

fortsatz mit besonderer Berucksichtigung auf der Lange, der Kapazitat und dem Durch

messer an der Ansatzstelle genau gemessen.

Wie folgende Tabelle zeigt, ergibt sich daraus, dass die Lange des Darmrohres und
 die Kapazitat des Wurmfortsatzes entsprechend dem Alter und der Korperlange in paral

lelem Verhaltnisse stehen.

Folgende Tabelle zeigt die in cm angefuhrten durchschnittlichen

Masse, gemessen an Leichen des Japaners in verschiedenem Stadium.

(Autoreferat).
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緒 言

日本人 ノ腸管 ノ長 サ,幅 員等 ニ就 キテハ,久 保,杉 田,外 山諸 氏,蟲 樣突 起 ノ太 サ ニ就 キテ

ハ,吉 川,長 谷部,秋 武,木 谷氏等 ノ詳細 ナル研究報 告ア リテ,今 ヤコ レガ業績 ハ論及 シ盡 サ

レタル感 ナキニ非 ラザ レドモ,之 等諸 氏 ノ成績 タル ヤ,區 々ニシテ,論 ズル處 亦紛 々タ リト云

フヲ妨 ゲズ.

予 ハ豫テ,法 醫學的鑑定 ニ從 事スル事十有 餘年,其 ノ間ニ於 テ腸管竝 ニ蟲 樣突 起ノ長 サ,大

キサニ就 キテ ノ,年 齡 的,性 的差 異ノ標準的知 見 ノ必要 ニ出會 セ シ事屡 々ナ リ.此 處 ニ於 テ剖

檢 ノ都度,コ レガ測定 ヲナスベキ ヲ企 圖 シ,今 ヤ其 ノ數1百 ヲ以 テ算 フルニ至 レリ.因 ツテ ソ

ガ統計的觀察 ニ移 リ,記 シテ以テ,大 方 ノ資料 ニナサ ン トス.

第1章 　材 料

可檢材料ハ總テ予ガ扱ヒタル法醫學的剖見屍中,

死後經過時間ノ僅少ナルモノノミヲ(最 モ短キハ死

後1時 間,最 モ長キモノニテモ死後50時 間)以 テセ

リ.司 法的剖見ハ,爾 他 ノソレトハ一段ニ趣ヲ異ニ

セルノミナラズ,山 林,原 野,河 邊等,隨 所ニ於テ

隨 時,緊 急 ニ コ レヲ行 フ事 ノ多 キ ト,又 剖 見 ノ目 的

ノ獨 特 ナ ル事 トニ ヨ リテ 本 檢 索 ニ際 シテ モ,長 サ,

幅 員,其 ノ他2,3ノ 成 績 ノ外,詳 細 ナ ル記 載 ヲ貽

シ能 ハ ザ リシハ 著 者 ノ最 モ遺 憾 トス ル處 ナ リ.

第2章 　研 究 ノ 方 法

腸 管 ノ長 サ ヲ測 定 スル ニハ,先 ヅ 開 腹後 大網 ヲ外

方 ニ飜 轉 シ,腸 管 ト其 ノ他 ノ内 臟 トニ癒 着 ヲ營 メ ル

モ ノハ コ レヲ剥 離 シ,直 腸 ノ下 端 ヨ リ上 方 ニ向 ヒテ

順 次Kocher氏 止 血 鉗 子 ヲ以 テ 分 割 シ ツ ツ,其 ノ遊

離 側 ニ沿 ヒテ長 サ ヲ測 定 シ タル モ ノノ合 算 ヲ求 メ タ

リ.次 ニ,腸 管膜 根 部 ヲ,其 ノ起 始 部 ニ沿 ヒテ 切 斷

シ,コ レ ヲ腹 腔 外 ニ摘 出 シ,幽 門 部 ト直 腸 下 端 トニ

ヨ リテ生 ズ ル腸 蹄 係 ノ長 サ ヲ,分 割 的 ニ測 定 セ リ.

コ ノ2法 ニ ヨル長 サ ノ差 ノ各 腸 管 ニ ツキ1.5cm以

下 ノ モ ノ ニ就 キテ ノ平 均 價 ヲ需 メ タル ヲ モ ノ以 テ,

腸 管 ノ長 サ トナ セ リ.各 腸 管 ノ境 界 ハ,幽 門 部 ヨ リ

廻 盲 部 ニ至 ル 迄 ヲ小 腸 トナ シ,コ レヨ リ以 下 直 腸 ノ

下 端 部迄 ヲ大 腸 トナ セ リ.

腸 管 ノ幅 員 ハ ソ ノ内容 ヲ除 去 シ タル後,小 腸 ニ 於

テ ハ,十 二指 腸 ヨ リ廻 腸 ニ至 ル 間 ヲ,上,中,下 ノ

3部 ニ分 チ コ レガ 中 間 部 ノ3部 ヲ測 定 シ タル價 ノ平
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均値ヲ,大 腸ニ於テハ上行,橫 行,下 行結腸,直 腸

ノ中間部ノ3部 ヲ測定シタル幅員 ノ平均値 ヲ以テセ

リ.

蟲 樣突起ハ總テ癒着 ヨリ剥離シテ,其 ノ尖端ヲ鑷

子 ニテ摘 ミ上ゲテ直線状トナシタル後,其 ノ起始部

ヨ リ尖端ニ至ル迄 ノ長サヲ測定シテ蟲樣突起 ノ長サ

トナセ リ.更 ニ蟲樣突起 ヲ起始部ニ於テ水平ニ剪斷

シ,斷 面ニ現レ タル内腔 ノ最上端 ノロ徑ヲ計測シテ,

蟲樣突起 ノ起始部ノ直徑 トナセリ.然 ル後,コ ノ突

起 ヲ指々間ニ挾ミ,尖 端ヨリ起始部ニ向ヒテ順次ニ

其ノ内容ヲ壓出シタル上,豫 メ備ヘタル計量器内ノ

上水ヲ,該 腔ニ注入 シテ,其 ノ内容量ヲ測定セ リ.

第3章 　計 測 ノ 成 績

本 成 績 記 載 ハ 次 ノ要 約 ニ從 ヒテ 行 ヘ リ.

1.　 姓 名,年 齡 ノ不 詳 ナ ル モ ノニ シテ,初 生 兒 ノ

症 候 ヲ備 ヘ タル モ ノ一 括 シテ 初 生 兒 期 トシ

2,　 生 後1箇 月 ヨ リ12箇 月 ニ至 ル 間 ノ者 ヲ,哺 乳

兒 期 トナ シ

3.　 生 後1年 ヨ リ16年 ニ至 ル間 ノ者 ヲ,少 年 期 ト

呼 ビ

4.　 17歳 ヨ リ40歳 迄 ノ間 ノ者 ヲ,靑 年期 ト稱 ヘ

5.　 40歳 ヨ リ60歳 迄 ノ者 ヲ,初 老 期,中 老 期 ト

唱 ヘ

6.　 60歳 以上 ノ者 ヲ,老 人 期 ト定 メ タ リ.

計 測 單 位 ハ長 サ,幅 員,直 徑 ハ總 テcmト シ,容 量

ハ 立 方ccト ナ シテ記 載 セ リ.

第1表 　初生兒期 ノ大腸,小 腸及 ビ蟲樣突起ノ計量的觀察
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第2表 　哺乳兒期ノ大腸,小 腸及 ビ蟲樣突起ノ計量的觀察

第3表 　少年期 ニ於ケル大腸,小 腸及ビ蟲樣突起 ノ計量的觀察
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第4表 　青壯年期 ニ於ケル大腸,小 腸及 ビ蟲樣突起ノ計量的觀察
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第5表 　初,中 老期 ニ於 ケル大腸,小 腸及ビ蟲樣突起 ノ計量的觀察
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第6表 　老年期ニ於ケル大腸, 小腸及 ビ蟲樣突起ノ計量的觀察

第4章 　考 案

大,小 腸,蟲 樣突 起 ノ計 量的觀察 ニヨ リテ得 タル前掲第6表 ヲ更 ニ掲 第7表 ニ取纏 メタ リ.

第7表 　第1表 ヨ リ第6表 マデ ノ概 括表
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第1項 　腸管 ノ全長 ニ就キテ

前掲第7表 ニヨ リテ腸管 ノ全長 ヲ通覽 スルニ,初 生 兒期,哺 乳 兒期,少 年期 ニ於テハ,男 子

ハ女子 ヨ リモ其 ノ長 サ僅 ニ短 ク
,靑,壯 年期 ニ於 テハ,前 者ニ反 シテ男子長 ク,初,中 老期ニ

至 レバ,再 ビ女子 長 ク,老 年期 ニ及 ベバ 男子長 ク,女 子短 小 トナ レリ.

コ ノ状態 ハ嘗テ報 告 セラ レタル外山,久 保,杉 田氏等 ノ成績 ト其 ノ趣 ヲ異 ニセル處 ニシテ
,

同 氏 ノ實績 ハ毎 常,男 子 ハ女子 ヨ リモ其 ノ計數 ノ大 ナル ガ如 キモ,予 ノ成績 ハ全 ク然 ラズ,後

表 ニ記 スガ如 ク,身 長 及大,小 腸管,蟲 樣突 起等 ノ發育 ハ,併 行的 行動 ヲ營 ムモノニ シテ,齡

長 ズル ニ從 ヒテ延 長 スル身長 ハ,腸 管ノ長 サ ト共 ニ併 行延達 スルモ ノノ如 シ.即 チ器管 ノ發達

ハ各個 ノ恒率 ニ從 ヒテ行 ハルルモ ノニアラザル ガ如 シ.

小 兒35例 ノ全長管 ノ長 サハ,男 子490.4cm,女 子505.9cm,平 均498.1cmニ シテ,外 山氏

52例 ノ平均521.0cmニ 比 シ大 差 ナシ.

成 年期94例 ニ於 ケル全腸管 ノ長 サハ,男 子822.6cm,女 子819.5cm,平 均821.0cmニ シテ

久保 氏757.5cm,杉 田 氏813.1cm,外 山 氏754.7cmニ 比 シ大差 ナ シト雖 モ,同 氏等 ノ合算平均'

775.1cmニ 比 ブレバ45.0cm餘 長 キ ガ如 シ.

第8表 　腸管ノ長サニ就 キテ既報告者 ノ成績比較表
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第2項 　小腸ノ長サ,幅 員ノ年齡的竝ニ性的差異

小兒期 ニ於 テハ小腸 ノ長 サ平均443.3cm,幅 員 平均3.0cmニ シテ,成 年期 ニ至 レバ,長 サ平

均640.8cm,幅 員 平均4.2cmヲ 算 ス.之 ヲ本邦諸 學者 ノ發表 ヲ引用比較 スル ニ其 ノ間ニ於テ大

差 ヲ認 メル事,第12表 ニ示 セル ガ如 シ.小 兒成年 ノ各 期 ニ於 ケル小腸 ノ長サ ハ,身 長 ト併行的

ノ延 長 ヲ示 セル事,腸 全長 ノ際 ニ於 ケル所 見ニ一致 セ リ.

更 ニ性的差異 ヲ考察 スル ニ,初 生兒 ニ於 テハ,男 子 ハ女子 ヨ リモ長 キニ,哺 乳兒期 ニ於テハ

却 ツテ男子 ニ短 ク,少 年期及 ビ靑,壯 年期 ニテハ男女相 同 ジ.

又 初,中 老期 ニ於 テハ男子 ニ短 ク,老 年期 ニ至 レバ再 ビ男子 ニ長 シ.之 等長短 ノ關係ハ腸全

長 ノ際 ニ於 ケル ト同樣 ナ リ.

第9表 　小腸 ノ長サ及 ビ幅員ノ年齡的差異

第3項 　大腸ノ長サ及 ビ幅員ノ年齡的竝ニ性的差異

大腸 ノ長 サハ小兒期 ニテ ハ平均73.6cm,幅 員4.2cmニ シテ,成 年期 ニ於 テハ長 サ168.4cm,

幅 員5.8cmヲ 示 セ リ.更 ニコレヲ性別 ニ觀察 スレバ,男 小兒74.9cm,大 人175.4cm,女 小兒

70.3cm,大 人161.5cmヲ 算 出 シ,兩 者 共ニ 其 ノ身長 ニ併行的發育状態 ヲ示 セル コ ト別 表 ノ如

シ.

コ レヲ諸 學 者 ノ成績 ニ比較 スル ニ 第12表 ニ示 セル ガ如 ク 其 ノ間 ニ於 テ著 シク差隔 ノ存 スル

モノ ヲ認 メズ.
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第10表 　大腸ノ長サ及 ビ幅員 ノ年齡的差異

第11表 　小,大 腸ノ長サ及 ビ幅員ノ性的差異

第4項 　蟲樣突起ノ大サニ就キテ

本邦人ノ蟲樣突起ノ長サ, 起始部位及 ビ該起始部位ニ於ケル口徑, 形状等ニ就キテハ數多ノ

研 究報 告 ア リト雖 モ, 其 ノ容 量 ノ測定 ニ就 キテハ, 予 ノ寡 聞 ナル文獻 ニコ レガ業績 ノ表 ハ レタ

ル ヲ 認 メ ズ. 予 ノ測 定 シタル蟲 樣突 起ノ大サ ハ, 平 均5.1-8.3cm長,0.6-0.8cm徑 ニ シテ,

先覺者 ノ成績 ト大差ナキガ如 シ. 而 シテ其 ノ容量ハ平均0.9-1.9cc餘 ニ シテ,年 齡及 ビ身長 ニ

比例 シテ增 加 セル事,別 表 ニ示 セル ガ如 キモ, 性的比較 ニ於テハ,些 少 ノ等差ナキニ非ザレ共

其 ノ長 サ,口 徑 ニ於ケル ガ如 キ差 異 ヲ認 メズ.

今茲 ニ本邦人ノ蟲樣突起 ノ大サニ就キテ報告セラ レタル諸 學 者ノ成績 ヲ擧 ゲテ,予 ノソレニ

比較スル事次表ノ如 シ.
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第 12 表

第5項 　蟲樣突起ノ大サノ年齡的竝 ニ性的差異

蟲樣突起 ノ長 サハ,其 ノ年齡及 ビ身長 ニ比例 シテ長且大 ナル事兩性 等樣 ナ レ共,一 般 ニ男性

ハ女性 ニ比 シ,其 ノ差些少 ナ リト雖 モ,幅 員廣 ク且長 シ.

第13表 　本邦人ノ蟲樣突起ノ長サノ比較

第14表 　蟲樣突起ノ年齡的差異
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第15表 　蟲樣突起ノ性的差異

第6項 　蟲樣突起ノ起始部位ニ就キテ

蟲樣突起 ノ起始部 ハ,小 兒 ニ於 テハ盲腸 ノ下端 ノ中央 部 ニ位 セルモノ最 モ多 キモ,其 ノ發育 ト

共 ニ移動 ヲ生 ジ,成 人 ニ至 レバ コ レヲ内側 ニ認 ムル者多 シ.而 シテ其 ノ口徑 ノ年齡的 ニ差違 ノ僅

少 ナル ハ,其 ノ内容 ノソレ ト一致 セル モノニシテ蟲 樣突起 ノ發育 ハ,腸 管又 ハ身長等 ト同樣 ノ發

育歩合 ヲ營 マザル ノ證 ナ リ.然 リト雖其 ノ發 育 ハ,別 表ニ示 セル ガ如 ク,僅 少ナ リ ト雖,身 長及

ビ腸管 ノ發育 ニ併行的 ナル ハ外 山氏 ノ唱 フル ガ如 ク,蟲 樣突 起 ノ大 サ ノ差 異ハ局部 ノ自然發育

ニ基因 セル モノニ非 ラザル ノ證 ナ リ.即 チ年齡,身 長,性 ニ相匹敵 シテ等 差 ヲ生 ズルモ ノナ リ.

第16表 　蟲樣突起ノ起始部位

第5章 　梗 概

本邦人 ノ腸管及 ビ蟲樣突起 ノ計 測 ニヨル統計的觀察 ノ結果 ヲ梗概 スル コ ト次 ノ如 シ.

1.　 腸 管 ノ全長 ハ其 ノ身長 ニ略ボ正比例 的 ニ發育 セルモ ノノ如 シ.而 シテ其 ノ年齡的 ニ最長

ナルハ,初,中 老 期平均長836.1cmニ シ テ,靑,壯 年期 平均長826.4cmコ レニ次 グ.更 ニ性

別ニ コ レヲ見 レパ,男 性 ハ女性 ニ比 シ,一 般 ニ長且大 ナル價 ヲ示 セ リ.
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2.　 小腸 ノ長 サ及 ビ幅 員 ノ身長 ニ對 スル關 係ハ,全 腸管 ニ於ケル際 ト同樣 ニ シテ,其 ノ年齡

的 ニ最 長 ナル ハ,初,中 老 期平均長662.4cmニ シテ,靑,壯 年期平均 長646.3cmコ レニ亞 グ.

性 別的觀察 ニ於 テハ,初 生兒期及 ビ老 年期 ニハ男性 ニ長 ク,哺 乳時期 及 ビ初,中 老期 ニハ寧 ロ

女 性 ニ長 ク,少 年期,靑,壯 年期 ニハ兩者 同樣 ノ價 ヲ示 セ リ.幅 員 ハ初生兒期 ニ於 テハ兩性共

ニ同樣 ナ レドモ,哺 乳兒 期,少 年期 ニハ男性 ニ廣 ク,靑,壯 年期 以後 ニハ却 ツテ女性 ニ廣 ク男

性 ニ狹少 ナル ガ如 シ.

3.　 大 腸 ノ長 サ及 ビ幅 員モ亦其 ノ身長 ニ略 ボ比例 セリ.

之 等年齡的 ノ觀察 ニ於 テハ,初,中 老 期 ニ於 テ最 モ長 ク(173.7cm)靑,壯 年 期 ノ(166.0cm)

コ レニ次 グ.性 別的 ニコ レヲ見 レバ,少 年期,靑,壯 年期,老 年期 ニ於 テハ,男 性 ハ女性 ニ勝

リタ レ共,其 ノ他 ノ時 期 ニ於 テハ,兩 者同樣 ナル價 ヲ示 セ リ.而 シテ其 ノ幅員 ハ靑,壯 年期 ニ

最 高 ノ價 ヲ示 シ,初 生兒期,哺 乳 期,老 年期 ニハ,男 性 ハ女性 ヨリモ廣 シ ト雖 モ,少 年期 ニハ

兩 者同樣,靑,壯 年期 及 ピ初,中 老 期 ニ於 テハ,女 性 ハ男性 ニ勝 リタル價 ヲ示 セ リ.

4.　 蟲 樣 突起 ノ長 サハ其 ノ身長 ニ比例 セル結 果 ヲ現 ハス ト雖 モ,起 始部斷面 ノ直徑 ハ然 ラザ

ル ノ ミナラズ,年 齡的 ニモ大差 ヲ認 メズ.而 シテ其 ノ容 量ハ辛 ジテ身長 ノ發育 ニ比例 セリ.性

別 的等差 ヲ見 ル ニ,其 ノ長 サハ老 年期 ヲ除 クノ外,一 般 ニ男子 ハ女子 ニ勝 リ(男 子最長 ハ初,中

老 期8.9cm,女 子最長 ハ老年期8.8cm)容 量 モ亦 コ レニ同 ジ.

第 17 表

擱筆スルニ當 リ敷波敎授ノ御校閲ヲ深謝ス.
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